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「
何
ら
か
の
理
由
で
保
護
者
と
生
活

す
る
こ
と
が
難
し
い
、
そ
し
て
社
会

の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た

児
童
が
入
所
す
る
施
設
」、
こ
れ
が
児

童
養
護
施
設
で
あ
る
（
※
児
童
福
祉

法
で
は
、
満
十
八
歳
に
満
た
な
い
者

を
「
児
童
」
と
し
て
い
る
）

　

現
在
、
全
国
に
は
、
約
六
百
の
児

童
養
護
施
設
が
あ
り
、
約
二
万
三
千

人
の
児
童
が
入
所
し
て
い
る
。
福
島

県
内
に
は
、
玉
川
村
、
白
河
市
、
棚

倉
町
、
会
津
若
松
市
、
い
わ
き
市
に

各
一
施
設
、
そ
し
て
福
島
市
内
に
は

「
福
島
愛
育
園
」「
青
葉
学
園
」「
ア

イ
リ
ス
学
園
」
の
三
施
設
と
計
八
施

設
が
あ
る
。
概
ね
、
幼
稚
園
児
か
ら

高
校
生
ま
で
の
入
所
児
童
が
お
り
、

職
員
と
寝
食
を
共
に
し
、
生
活
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
近
隣
の
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
に
通
園
、

通
学
し
て
い
る
。

　

私
は
、
間
接
的
に
、
そ
し
て
直
接

的
に
、
施
設
入
所
児
童
と
関
わ
る
機

会
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
経
験
な
ど
を

踏
ま
え
、
児
童
養
護
施
設
の
現
状
や

課
題
に
つ

い
て
、
触

れ
て
み
た

い
。

　

ま
ず
、

間
接
的
に

関
わ
っ
た

の
は
、
二

十
代
後
半

か
ら
三
十

代
半
ば
ま
で
の
七
年
間
、
県
南
地
区

の
中
学
校
で
の
学
級
担
任
を
し
た
と

き
だ
っ
た
。
学
校
の
近
く
に
施
設
が

あ
り
、
毎
年
、
三
、
四
人
の
生
徒
を

受
け
持
っ
た
。
当
時
の
施
設
入
所
事

由
は
、
不
登
校
、
保
護
者
の
養
育
力

不
足
、
子
ど
も
に
よ
る
家
庭
内
暴
力

や
非
行
、
中
国
帰
国
子
女
な
ど
で

あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
現
在
の

よ
う
に
、
虐
待
を
受
け
て
入
所
し
て

い
る
生
徒
は
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

直
接
的
に
は
、
平
成
二
十
八
年
度
か

ら
四
年
間
、
縁
あ
っ
て
、
福
島
市
内

に
あ
る
青
葉
学
園
で
園
長
と
し
て
、

職
員
と
共
に
児
童
の
養
育
に
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
の
経
験

な
ど
を
踏
ま
え
、
児
童
養
護
施
設
を

取
り
巻
く
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
触

れ
て
み
た
い
。

○
虐
待
を
受
け
た
児
童
の
増
加

　

全
国
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る
児

童
虐
待
に
関
す
る
令
和
五
年
度
の
相

談
件
数
は
、
二
十
二
万
五
千
九
百
五

件
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
児
童

虐
待
防
止
法
施
行
前
の
約
十
九
倍
に

当
た
る
。

○
児
童
養
護
施
設
へ
の
入
所
事
由

　

入
所
し
て
い
る
児
童
の
約
七
十
一
・

七
パ
ー
セ
ン
ト
が
虐
待
を
受
け
て
い

る
と
さ
れ
、
そ
の
他
は
、（
父
母
の
）

精
神
疾
患
等
、
破
産
等
の
経
済
的
理

由
、（
父
母
の
）
拘
禁
等
と
な
っ
て

い
る
。

○�

障
が
い
等
の
あ
る
児
童
の
増
加

　

社
会
的
養
護
を
必
要
と
す
る
児
童

に
お
い
て
は
、
全
体
的
に
障
が
い
等

の
あ
る
児
童
が
増
加
し
て
お
り
、
児

童
養
護
施
設
に
お
い
て
は
、
約
四
十

二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
障
が
い
等
あ

り
と
な
っ
て
い
る
。

○�

児
童
福
祉
に
お
け
る
キ
ー
ワ
ー
ド

～「
社
会
的
養
護
」～

　
「
社
会
的
養
護
」
と
は
、「
保
護
者

の
適
切
な
養
育
を
受
け
ら
れ
な
い
児

童
を
、
公
的
責
任
で
社
会
的
に
保
護

養
育
す
る
と
と
も
に
、
養
育
に
困
難

を
抱
え
る
家
庭
へ
の
支
援
を
行
う
こ

と
」
を
言
い
、
そ
の
基
本
理
念
は
、

「
児
童
の
最
善
の
利
益
の
た
め
に
」
と

「
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
育
む
」
の
二

点
で
あ
る
。

○
社
会
的
養
護
の
国
の
方
向
性

　

国
は
、「
家
庭
で
の
養
育
が
困
難

又
は
適
当
で
な
い
場
合
は
、
養
育
者

の
家
庭
に
児
童
を
迎
え
入
れ
て
養
育

を
行
う
里
親
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム

（
家
庭
養
護
）
を
優
先
す
る
と
と
も

に
、
児
童
養
護
施
設
に
つ
い
て
も
、

で
き
る
限
り
小
規
模
か
つ
地
域
分
散

化
さ
れ
た
家
庭
的
な
養
育
環
境
の
形

態
（
家
庭
的
養
護
）
に
変
え
て
い
く
」

こ
と
を
求
め
て
お
り
、
地
域
に
あ
る

一
般
家
庭
の
住
宅
を
活
用
し
た
「
地

域
小
規
模
児
童
養
護
施
設
」
の
更
な

る
設
置
を
求
め
て
い
る
。
全
国
で
は
、

六
百
二
十
九
カ
所
、
青
葉
学
園
で
も
、

市
内
に
二
カ
所
開
設
し
て
い
る
。

◎
今
、
望
む
こ
と

一�

、
児
童
養
護
施
設
の
児
童
が
通
う

学
校
へ
の
人
的
支
援

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
施
設
入
所
児

童
は
、
保
護
者
か
ら
分
離
さ
れ
、
様
々

な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
。
学

校
生
活
の
中
で
も
不
安
定
な
状
況
に

な
る
こ
と
も
あ
る
。
か
つ
て
、
県
教

育
委
員
会
の
加
配
教
員
の
種
類
に
施

設
加
配
と
い
う
の
が
あ
り
、
市
内
の

関
係
学
校
に
も
配
置
さ
れ
て
い
た
。

県
内
施
設
の
園
長
で
作
る
部
会
で
も
、

県
教
委
に
対
し
て
、
要
望
も
し
て
き

た
が
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

今
、
深
刻
な
教
員
不
足
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
教
員
免
許
を
問
わ
な
い
、

学
校
支
援
員
の
形
で
の
配
置
に
つ
い

て
、
文
科
省
、
子
ど
も
家
庭
庁
等
の

予
算
措
置
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

一�

、
地
域
小
規
模
児
童
養
護
施
設
開

設
や
児
童
受
入
れ
へ
の
理
解

　

本
施
設
の
開
設
や
児
童
の
受
入
れ

に
あ
っ
て
は
、
行
政
区
、
教
育
委
員

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、

町
内
会
、
関
係
学
校
等
の
理
解
は
欠

か
せ
な
い
。
社
会
的
養
護
の
理
念
の

観
点
か
ら
も
、
今
後
と
も
、
引
き
続

き
温
か
な
理
解
を
お
願
い
し
た
い
。

県
大
会
報
告

　

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会
第

五
十
九
回
県
大
会
が
、
六
月
十
日

（
火
）南
会
津
町
の
御
蔵
入
交
流
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら

約
百
八
十
名
、
当
支
部
か
ら
九
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
、
只
見
町
で
合
同
会
社

ね
っ
か
を
設
立
し
た
脇
坂
斉
弘
氏
か

ら
「
米
焼
酎
ね
っ
か　

只
見
で
生
き

抜
く
」
の
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

只
見
町
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い
が

強
く
感
じ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。

　

午
後
は
、
伊
達
支
部
、
田
村
支
部
、

双
葉
支
部
の
体
験
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
伊
達
支
部
矢
舘
氏
の

写
真
人
生
「
か
き
く
け
こ
」
は
、
写

真
と
の
関
わ
り
方
に
、
多
く
の
示
唆

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
管
さ
れ
た
南
会
津
支
部
の
皆
様

に
は
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「青葉学園の園庭とホーム」

福　島　支　部　報
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今
、
学
校
で
は

今
、
学
校
で
は

業
務
改
善
と
授
業
改
善
の
一
体
的
推
進

業
務
改
善
と
授
業
改
善
の
一
体
的
推
進

�
福
島
地
区
小
学
校
長
会　

会
長　

小　

川　

尚　

子

�

（
福
島
市
立
飯
坂
小
学
校
長
）

　

福
島
市
で
は
、
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た

め
、「
働
き
方
改
革
推
進
パ
ッ
ケ
ー

ジ
～
未
来
に
向
け
た
十
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
～
」
を
策
定
し
、
昨
年
四
月
に
市

長
と
教
育
長
が
連
名
で
、
市
民
に
向

け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
し
ま
し
た
。

福
島
市
と
市
教
育
委
員
会
が
一
体
と

な
っ
て
推
進
す
る
学
校
の
働
き
方
改

革
の
目
的
は
、
子
ど
も
た
ち
に
「
質

の
高
い
学
び
」
を
提
供
す
る
こ
と
と
、

「
持
続
可
能
な
学
校
」
の
実
現
で
す
。

　

福
島
地
区
小
学
校
長
会
で
は
、
昨

年
、
文
部
科
学
省
の
「
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
推
進
事
業
」
に
お
い

て
、
各
学
校
の
取
り
組
み
を
伴
奏
支

援
し
て
い
る
㈱
先
生
の
幸
せ
研
究
所

の
大
野
大
輔
氏
を
講
師
と
し
て
招
聘

し
、「
働
き
方
改
革
で
教
育
の
質
を
高

め
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
先
進
校
の

実
践
事
例
を
も
と
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
二
度
に
わ

た
っ
て
開
催
し
、
研
修
を
深
め
、
校

長
と
し
て
学
校
の
業
務
改
善
と
授
業

改
善
を
一
体
的
に
推
進
す
る
上
で
の

ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
研
修
の
成
果
を
受
け
、

各
学
校
に
お
い
て
「
子
ど
も
を
主
語

に
し
た
授
業
改
善
」「
評
価
の
二
期
制

（
個
別
懇
談
の
充
実
に
よ
り
所
見
は

後
期
の
み
）」「
会
議
資
料
等
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
化
」「
標
準
時
数
を
上
限
と

し
た
授
業
時
数
の
見
直
し
（
余
剰
時

数
ゼ
ロ
）」「
表
簿
等
の
見
直
し
（
学

級
経
営
誌
の
廃
止
、
月
案
の
簡
略

化
）」「
留
守
番
電
話
の
導
入
」「
平

日
の
日
直
廃
止
」「
メ
ー
ル
に
よ
る

お
便
り
の
配
信
」「
休
日
部
活
動
の

地
域
移
行
」
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
福
島
市
立
学
校
に
勤
務

す
る
県
費
負
担
教
職
員
の
「
時
差
出

勤
」
の
施
行
も
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で

想
像
だ
に
し
な
か
っ
た
改
革
が
加
速

度
的
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
は
、
と
り
も
な
お
さ

ず
、「
子
ど
も
た
ち
の
た

め
」
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

向
か
う
方
向
を
見
誤
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
校
長
会

と
し
て
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
業
務
改
善
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
「
余
白
」
の
時
間
を
、

子
ど
も
た
ち
と
し
っ
か
り
と
向
き
合

い
、
授
業
を
充
実
さ
せ
る
時
間
と
す

る
こ
と
で
、
教
職
員
が
心
身
と
も
に

健
康
で
や
り
が
い
を
も
っ
て
働
く
こ

と
が
で
き
る
学
校
を
目
指
し
、
教
員

と
い
う
職
業
を
今
後
も
持
続
可
能
な

も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

福
島
県
小
学
校
長
会
は
、
今
年
で

創
設
百
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
す
。

小
学
校
長
会
が
歴
代
脈
々
と
築
き
上

げ
て
き
た
連
携
と
協
働
と
い
う
強
み

を
生
か
し
、
今
後
も
会
員
同
士
の
連

携
と
結
束
を
強
化
し
、
様
々
な
教
育

課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
福
島
地
区

の
子
ど
も
た
ち
と
学
校
の
未
来
を
見

据
え
、
一
丸
と
な
っ
て
「
質
の
高
い

学
び
」
と
「
持
続
可
能
な
学
校
」
を

目
指
す
取
組
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会
福

島
支
部
の
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
こ
と
を

衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
、
学
校
で
は

今
、
学
校
で
は

部
活
動
、
生
活
の
き
ま
り
、

部
活
動
、
生
活
の
き
ま
り
、

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
大
き
な
変
化

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
大
き
な
変
化

�

福
島
地
区
中
学
校
長
会　

会
長　

渡　

部　

正　

晴

�

（
福
島
市
立
福
島
第
四
中
学
校
長
）

　

平
成
か
ら
令
和
と
な
り
、
七
年
に

な
り
ま
す
。
こ
の
数
年
間
で
、
学
校

の
様
々
な
点
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
ま
す
。
今
日
は
、
そ
の
う
ち
い

く
つ
か
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

１　

部
活
動

　

少
子
化
が
進
み
、
学
校
で
は
部
活

動
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
や
、
将
来
に
わ
た
っ
て
生
徒
が
ス

ポ
ー
ツ
・
芸
術
活
動
に
親
し
む
こ
と

が
で
き
る
機
会
を
確
保
す
る
理
由
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
文
化
庁
が
主
導

し
「
部
活
動
の
地
域
移
行
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。
最
近
で
は
学
校
部
活
動

か
ら
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
転
換
を
目
指

し
て
「
部
活
動
の
地
域
展
開
」
と
い

う
表
現
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
福
島

市
で
は
市
教
委
が
中
心
と
な
り
、
休

日
に
お
け
る
部
活
動
の
受
け
皿
整
備

を
進
め
て
お
り
、
徐
々
に
で
す
が
地

域
展
開
に
向
け
て
の
準
備
が
始
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
土
・
日

の
一
日
と
平
日
の
一
日
を
休
養
日
と

す
る
こ
と
、
平
日
の
練
習
時
間
は
二

時
間
程
度
に
す
る
な
ど
、
活
動
日
や

活
動
時
間
を
決
め
て
行
っ
て
い
ま
す
。

市
内
で
は
、
週
末
の
部
活
動
を
行
わ

な
い
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

各
校
で
の
部
活
動
加
入
は
、
原
則

全
員
加
入
の
考
え
方
か
ら
、
個
人
や

家
庭
の
判
断
で
の
加
入
へ
と
変
化
し

て
い
ま
す
。
福
島
県
中
体
連
で
も
、

部
活
動
の
地
域
展
開
や
、
各
校
で
の

加
入
の
あ
り
方
の
変
化
を
受
け
て
、

地
域
ク
ラ
ブ
か
ら
の
大
会
参
加
や
、

中
学
校
教
職
員
で
は
な
い
外
部
指
導

者
に
よ
る
大
会
引
率
へ
の
道
を
開
き

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
多
く
の
種
目

で
中
体
連
に
加
盟
登
録
し
た
地
域
ク

ラ
ブ
が
中
体
連
大
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
部
活
動
加
入
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
部
活
動
後
援
会
の
会

費
集
金
も
加
入
者
・
非
加
入
者
で
異

な
る
金
額
の
学
校
も
あ
り
ま
す
。

２　

生
活
の
決
ま
り
（
校
則
）
改
定

　

令
和
四
年
度
末
に
国
の
「
生
徒
指

導
提
要
」
が
改
定
さ
れ
、
各
校
で
は

生
活
の
決
ま
り
（
校
則
）
の
見
直
し

が
進
ん
で
い
ま
す
。
頭
髪
、
靴
の
色
、

靴
下
の
色
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
内

容
を
廃
止
し
た
り
、
緩
や
か
な
内
容

に
し
た
り
と
改
定
し
て
い
ま
す
。
各

校
で
は
生
徒
の
意
見
を
大
切
に
し
、

教
員
と
と
も
に
時
間
を
か
け
て
見
直

し
を
進
め
て
い
ま
す
。

３　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

　

各
校
で
は
「
持
続
可
能
な
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
」
を
目
指
し
て
、
各
委
員
会
を

廃
止
し
て
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
っ

た
こ
と
や
、
活
動
の
精
選
、
会
費
の

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ

は
任
意
団
体
で
あ
る
の
で
、
入
会
・

退
会
に
つ
い
て
も
各
家
庭
の
意
志
に

よ
る
こ
と
が
よ
り
明
確
に
さ
れ
、
全

家
庭
加
入
の
状
態
で
は
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要
性
を
議

論
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
廃
止
し
た
学
校

も
あ
り
ま
す
。

　

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
学
校
を

福　島　支　部　報
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今
、
学
校
で
は

今
、
学
校
で
は

高
等
学
校
教
育
の
現
在

高
等
学
校
教
育
の
現
在

�

高
等
学
校
長
協
会　

県
北
支
部
長　

丹　

野　

純　

一

�

（
福
島
県
立
福
島
高
等
学
校
長
）

　

教
育
は
、
い
ま
、
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
文
部
科
学
省

の
中
央
教
育
審
議
会
に
設
置
さ
れ
た

「
高
等
学
校
教
育
の
在
り
方
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
」
の
審
議
の
ま
と
め
で

は
、
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
全

て
の
生
徒
が
必
要
な
資
質
・
能
力
を

共
通
し
て
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
「
共
通
性
の
確
保
」
を
す
る
一

方
で
、
高
校
教
育
の
実
態
は
地
域
・

学
校
に
よ
り
非
常
に
多
様
な
状
況
で

あ
り
、
質
の
確
保
・
向
上
に
向
け
て
、

生
徒
一
人
一
人
の
個
性
や
実
情
に
応

じ
て
多
様
な
可
能
性
を
伸
ば
す
「
多

様
性
へ
の
対
応
」
を
併
せ
て
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
昨
年
度
は
不
登
校
生

徒
等
へ
の
通
信
教
育
に
係
る
制
度
改

正
が
な
さ
れ
、
少
し
ず
つ
対
応
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
多
様
性
へ
の
対
応
」、
或
い

は
「
個
別
最
適
な
学
び
」
が
一
つ
の

大
き
な
方
向
性
と
し
て
あ
り
、
第
七

次
福
島
県
総
合
教
育
計
画
で
も
「
多

様
性
を
力
に
変
え
る
教
育
」
を
キ
ー

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。
各
校
、

　

令
和
七
年
度
福
島
支
部
総
会
は
、

五
月
二
十
五
日（
日
）福
島
グ
リ
ー
ン

パ
レ
ス
に
お
い
て
、
来
賓
・
顧
問
の

皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
、
五
十
名
の
会

員
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
後
、
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
、

支
部
歌
の
斉
唱
に
続
き
、
鈴
木
支
部

長
か
ら
支
部
の
現
況
な
ど
を
含
め
た

挨
拶
。
続
く
長
寿
祝
記
念
品
贈
呈
で

は
喜
寿
の
髙
橋
寛
信
様
か
ら
謝
辞
。

さ
ら
に
福
島
市
教
育
委
員
会
教
育
長

佐
藤
秀
美
様
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
き

　

令
和
七
年
三
月
二
十
二
日
、
横
須

賀
方
部
理
事
（
清
水
Ｂ
）
の
案
内
で
、

鈴
木
支
部
長
、
持
地
事
務
局
長
、
大

崎
広
報
担
当
が
賀
寿
の
お
祝
い
に
ご

自
宅
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

壁
に
は
富
士
山
の
写
真
が
飾
ら
れ
、

庭
の
松
の
盆
栽
が
よ
く
見
え
る
部
屋

に
案
内
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
お
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
生
時
代
の
こ
と
、
代
用

教
員
生
活
に
つ
い
て
、
白
河
か
ら
三

時
間
か
け
て
通
学
し
毎
日
遅
刻
し
て

い
た
学
生
時
代
の
こ
と
。

　

小
中
高
校
、
養
護
学
校
等
で
の
教

育
、
通
信
教
育
・
訪
問
教
育
な
ど
。

　

趣
味
の
富
士
山
の
写
真
や
盆
栽
に

つ
い
て
も
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
は
と
て
も
お
元
気
で
、
健
康

維
持
の
た
め
週
二
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
通
っ
て
い
ま
し
た
が
九
十
五
歳
に

な
っ
た
の
で
週
一
回
に
し
て
継
続
さ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
し
た
。

　

議
長
に
山
寺
精
吉
理
事
を
選
出
。

議
長
の
進
行
で
、
令
和
六
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、
令
和
七
年
度
事
業
・
予

算
・
役
員
案
な
ど
が
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
、
総
会
は
無
事
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
会
に
は
、

三
十
名
ほ
ど
が
参
加
。
今
年
度
の
特

徴
は
、
昨
年
度
ま
で
日
程
を
設
け
て

行
っ
て
い
た
ク
ラ
ブ
長
会
に
か
え
て
、

懇
親
会
の
中
で
ク
ラ
ブ
発
表
会
を
行
っ

た
こ
と
で
す
。
今
回
、
鈴
木
暉
夫
様

か
ら
囲
碁
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
郷
土

史
の
三
ク
ラ
ブ
、
我
彦
武
様
か
ら
陶

芸
ク
ラ
ブ
、
山
寺
精
吉
様
か
ら
写
真

ク
ラ
ブ
「
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
・
Ｔ
」、
そ

れ
ぞ
れ
に
充
実
し
た
活
動
の
一
端
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

懇
親
会
場
は
和
や
か
な
歓
談
で
盛
り

上
が
り
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
特
色
、
多
様
性
を
生
か
し
、

多
様
な
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
る

教
育
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
県
立
学
校
は
、
こ
れ
ま

で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
役
割
を
担

い
な
が
ら
、
年
々
多
様
化
す
る
様
々

な
生
徒
へ
の
対
応
と
、
教
育
Ｄ
Ｘ
な

ど
新
た
な
課
題
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
、

そ
の
中
で
、
本
来
の
仕
事
で
あ
る
授

業
や
生
徒
指
導
に
集
中
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
閉
塞
状
況
に
追
い
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
閉
塞
状
況
を
打
開
す
る
た
め

に
は
原
点
に
立
ち
返
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
公
教
育
の
目
的
は
子
供
た
ち

が
将
来
豊
か
で
心
身
と
も
に
幸
せ
な

人
生
を
切
り
拓
き
、
自
由
で
公
正
な

社
会
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
力
を
育

成
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

自
分
の
頭
で
考
え
る
力
や
探
究
す
る

力
、
学
び
に
向
か
う
力
、
健
康
な
心

身
な
ど
を
育
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
教
師
に
は
、
そ
う
し
た
力
を
育

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
授
業

や
指
導
・
支
援
を
行
っ
て
い
る
か
を

常
に
問
い
直
し
、
絶
え
ず
研
究
と
修

養
に
努
め
、
教
職
生
涯
を
通
じ
て
学

び
続
け
る
存
在
で
あ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
プ
ロ
の
仕
事
だ
と
い
う

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
教
師
は
「
学
び
の
高
度
専
門

職
」
で
あ
る
。
校
長
は
学
び
の
プ
ロ

集
団
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
そ
の
使

命
感
と
誇
り
を
も
っ
て
学
び
の
変
革

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
原
点
に
立
ち
返
る
た
め
に
、

ど
う
し
て
も
必
要
な
の
が
、「
学
び
の

高
度
専
門
職
」
で
あ
る
教
師
が
本
来

の
業
務
で
あ
る
「
授
業
の
創
造
」
な

ど
に
集
中
で
き
る
環
境
整
備
と
し
て

の
働
き
方
改
革
と
不
祥
事
防
止
、
そ

し
て
定
数
改
善
で
す
。
今
後
も
そ
の

取
組
を
一
つ
一
つ
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

賀
寿
万
歳

賀
寿
万
歳

��

～
山
川
進
一
先
生
宅
を
訪
問
～

～
山
川
進
一
先
生
宅
を
訪
問
～

取
り
巻
く
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、「
生
徒
の
た
め
」

と
い
う
大
原
則
は
今
後
も
大
事
に
し

て
い
く
所
存
で
す
。
今
後
も
退
職
校

長
会
の
皆
様
か
ら
は
、
ご
助
言
等
を

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

…
…
…

…
…
…  

令
和
七
年
度

令
和
七
年
度  

…
…
…

…
…
…

第
六
十
一
回
　
　
　

第
六
十
一
回
　
　
　

　
　
支
部
総
会
開
催

　
　
支
部
総
会
開
催
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寿
詞
・
賀
寿

寿
詞
・
賀
寿
（
満
百
歳
）

（
満
百
歳
）

（
大
正
十
四
年
四
月
二
日
～

（
大
正
十
四
年
四
月
二
日
～  　
　
　

　
　
　

　　
  

大
正
十
五
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）

大
正
十
五
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）

飯
坂
Ａ　

 
菅　

野　

栄　

二 

様

賀
寿
賀
寿
（
満
九
十
五
歳
）

（
満
九
十
五
歳
）

（
昭
和
五
年
四
月
二
日
～

（
昭
和
五
年
四
月
二
日
～  　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

  

昭
和
六
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）

昭
和
六
年
四
月
一
日
生
ま
れ
）

清
水
Ａ　

 

佐
々
木　

俊　

昭 

様

岡　

山　

 

遠　

藤　

忠　

藏 
様

北
部
Ｂ　

 

影　

山　

和　

儀 
様

令
和
七
年
度
か
ら
名
誉

令
和
七
年
度
か
ら
名
誉

会
員
に
な
ら
れ
た
皆
様

会
員
に
な
ら
れ
た
皆
様

（
昭
和
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
生
ま
れ
）

（
昭
和
十
年
三
月
三
十
一
日
以
前
生
ま
れ
）

飯
坂
Ｂ　

 

星　
　
　

善　

吾 

様

飯
坂
Ａ　

 

長　

澤　

徳　

子 

様

西
部
Ａ　

 

樋　

口　

和　

史 

様

西
部
Ｄ　

 

本　

田　

邦　

夫 

様

北
部
Ａ　

 

髙　

荒　

敏　

明 

様

蓬　

萊　

 

齋　

藤　
　
　

弘 

様

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た

会
員
の
皆
様

会
員
の
皆
様

（
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
）

（
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
）

西
部
Ｂ　

 

海　

野　

和　

夫 

様

岡　

山　

 

佐
々
木　

徳　

芳 

様

南
向
台　

 

佐　

藤　

忠　

三 

様

北
部
Ａ　

 

根　

本　

光　

造 

様

蓬　

萊　

 

上　

川　

洋　

行 

様

岡　

山　

 

丹　

治　

庸　

一 

様

飯
坂
Ａ　

 

齋　

藤　

一　

哉 

様

瀬
上
Ａ　

 

計　

良　

忠　

夫 

様

瀬
上
Ａ　

 

小　

針　

征　

次 

様

清
水
Ａ　

 

片　

平　

嘉　

正 

様

笹　

谷　

 

丹　

野　

功　

一 

様

本
年
度
喜
寿
祝
い

本
年
度
喜
寿
祝
い

会
員
の
皆
様

会
員
の
皆
様

（
昭
和
二
十
四
年
生
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退
職
の
年
の
秋
、
先
輩
に
誘
わ
れ

グ
リ
ー
ン
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
十
五

年
余
り
に
な
り
ま
し
た
。
加
入
当
時

は
四
十
名
ほ
ど
の
会
員
が
お
り
ま
し

た
が
、
年
ご
と
に
減
り
、
今
年
は
十

四
名
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

年
を
重
ね
て
も
、
腰
痛
・
ひ
ざ
痛

等
の
体
の
不
調
を
抱
え
て
い
て
も
、

月
一
回
の
コ
ン
ペ
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ゴ
ル
フ
が
大
好
き
な
ん

で
す
。
私
も
そ
の
一
人
で
、
ゴ
ル
フ

の
な
い
日
は
逆
に
体
調
が
悪
く
な
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
で
す
。

　

早
春
の
新
緑
、
初
夏
の
芝
の
瑞
々

し
さ
、
晩
秋
の
木
々
の
紅
葉
…
と
心

と
体
を
癒
し
て

く
れ
る
ゴ
ル
フ

場
の
自
然
に
魅

力
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

年
八
回
の
コ

ン
ペ
で
す
が
、

皆
さ
ん
、
エ
ン

ジ
ョ
イ
ゴ
ル
フ

を
心
掛
け
、
元

気
に
ク
ラ
ブ
を

振
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
七
年
よ
り
佐
藤
敦
躬
支

部
長
、
大
橋
勝
彌
支
部
長
、
鈴
木
暉

夫
支
部
長
そ
し
て
鈴
木
昭
雄
現
支
部

長
と
事
務
局
の
方
々
の
支
え
に
よ
り
、

常
任
理
事
と
し
て
十
年
間
務
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

広
報
担
当
と
し
て
十
分
な
仕
事
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会
員
の
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
年
三
回
の
支
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特
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区

　

な
お
、
事
務
局
長
の
持

地
隆
一
様
は
、
令
和
七
年

五
月
二
十
七
日
に
御
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
長
年
支
部

活
動
の
円
滑
な
運
営
の
た

め
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
、
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

�

※
太
字
は
新
任
者

令
和
七
年
度　

福
島
支
部
役
員
（
敬
称
略
）

　

今
年
度
か
ら
支
部
報
の
発
行
は
九

月
と
三
月
の
二
回
。
昨
年
度
は
三
回

の
発
行
の
た
び
に
尻
に
火
が
つ
い
て

い
た
の
で
楽
勝
…
と
思
い
き
や
、
気

の
緩
み
は
滞
り
の
元
。
担
当
原
稿
の

執
筆
を
失
念
し
、
最
終
提
出
者
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
私
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
私
の
こ
と
も
決

し
て
見
放
す
こ
と
な
く
、
故
持
地
事

務
局
長
は
い
つ
も
親
身
に
接
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
多
く
は
語
ら
ず
と

も
、
要
所
〳
〵
で
常
に
的
確
な
助
言

を
頂
戴
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
い
ま
は
た
だ
ご
冥

福
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。�

合
掌

部
報
の
発
行
が
で
き
た
こ
と
、
ま
た

髙
橋
寛
信
広
報
部
長
の
も
と
平
成
二

十
八
年
三
月
に
支
部
報
「
第
百
号
記

念
特
集
号
」
を
発
行
で
き
ま
し
た
こ

と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
一
会
員
と
し
て
、
方
部

理
事
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

＊　
＊　
＊　
＊　
＊　
＊　
＊

　

令
和
六
年
度
を
も
ち
ま
し
て
常
任

理
事
を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
前
大
橋
勝
彌
支
部
長
様
、
現
鈴

木
昭
雄
支
部
長
様
を
は
じ
め
、
事
務

局
の
皆
様
、
理
事
の
皆
様
に
は
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
先
輩
の
先

生
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
退

職
直
後
の
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
、

会
計
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
後
半
の
期
間
は
、
勤
務
の
関
係

で
、
あ
ま
り
お
役
に
立
て
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

い
て
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
一
会
員
と
し
て
、
支

部
の
活
動
を
応
援
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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